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CaFeAsHと CaFeAsFはともに常圧下において約 100 Kで正方晶から

斜方晶への構造相転移と反強磁性への磁気転移を示す。CaFeAsFに圧力

を加えることによって、これらの相転移は抑制され、Pc = 4 GPa、Tc = 29 

Kで超伝導を示す[1]。本研究で用いた試料は CaFeAsFの Fを Hで置換

し高圧合成されたものであり CaH 層を持つ[2]。今回、超伝導の発現を

調べるために高圧下での電気抵抗測定を行った。測定にはピストンシリ

ンダーとダイヤモンドアンビルセルを用い、55 GPaまで加圧した。 

 X線回折実験においては圧力媒体として

Daphne7474と、より精密な構造の解析をす

るために気体ヘリウムを用いた場合でそれ

ぞれ実験を行い、格子定数を決定・比較し

た。また、CaFeAsFとの構造の比較も行っ

た。図 1は CaFeAsHの高圧下での X線回

折実験パターンである。圧力媒体として

Daphne7474 を用いて測定した回折パター

ンはピークがブロードになっているが、ヘ

リウムを用いて測定した回折パターンは 10 

GPa 以上の高圧下においてもブロードにな

りにくくシャープなままであり、良い静水

圧性が保たれている。 

当日は高圧下での電気抵抗測定の結果と

２つの圧力媒体を用いた X線回折実験につ

いて詳細を発表する予定である。 

図 1  18.5 GPaでの 2種類の圧力媒体

を用いたCaFeAsHのX線回折パ
ターン 


